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1． 将来都市像 

 「多世代が共生している住みたい、住み続けたいまち」
    ～みんなで育む　やすらぎとにぎわいのある快適環境都市～

～こんな都市を目指します～

私たち（市民・事業者・行政）は、目指すべき将来の都市のイメージを共有し、その実現に
向けて一緒に都市づくりを進めます。

小さなまちだけど、このまちには海や里山、魅力的なお店やまちなかの公園等、出か
けたくなる場がたくさんあって、その時の気分で使い分けられる。

しかも、そのどれもが居心地がいいから、リラックスできる。

そして、そんな場所が徒歩や自転車で行くことができる距離にあるから、時間を気に
せず気軽に出かけられるし、移動中も風や樹木等から季節を感じたりできて楽しい。

だから、このまちの日常には、ベンチで読書したり、友人と買い物を楽しんだり、徒歩
や自転車でまちを散策したりしながら、ゆったりと自由にそれぞれの時間を楽しむ老若男
女の健やかな姿がある。

このまちには、いつも色んな人がいるから、まちににぎわいがある。
ショッピングを楽しんだり、趣味を楽しんだり、学びを深めたりしている。
お年寄りから子どもまで幅広い人たちのふれあいの場がいくつもあって活気があるし、

地元の商店街は地域の人たちで賑わっている。最近もまた、新しいお店が増えた。

そうした暮らしの中で、人々が出会い、交流し、いつしか繋がりが生まれている。
そして、そんな日々の積み重ねの中で、顔の見える関係も生まれ、性別や世代やバリ

アを越えた支えあいの基盤が自然と築かれている。
自分らしくゆったりと自由に過ごせる環境と、人々の支えあいの基盤の中で、若者は自分

に合った働き方をしながら生き生きと子育てを楽しんでいるし、高齢者は自分の経験を生か
して地域貢献をしたり働いたりしながら、生きがいをもってセカンドライフを楽しんでいる。

そして、そうした大人の姿を見た子どもたちは、これからもずっとこのまちに住み続け
たいと感じている。
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2． 基本理念

本市における現状や課題等を踏まえ、都市づくりの根底の考え方となる「基本理念」を設定し
ます。将来都市像の実現に向けて、これからの都市づくりではこれらを意識して進めていきます。

※低炭素まちづくり：�都市（まち）の建物や移動手段としての自動車等に由来して発生している二酸化炭素やエネルギーの排出を削減する
とともに、二酸化炭素を吸収する緑を保全・創出する等、持続可能で活力あるまちづくりを進めること。

■�ユニバーサルデザインに配慮し、市民生活の「安全性」、「快適性」、「利便性」
を支えるとともに、地域や経済の活力創出と、人々の支え合いの基盤の構築
を推進します。

「多世代が共生している住みたい、住み続けたいまち」の実現に向け、ユニバーサルデ
ザインへの配慮が、都市づくりを推進していくうえでの根幹であり、重要な視点である
ことから、基本理念として位置付けました。

やすらぎとにぎわいのある都市を形成していくうえで、地球環境に配慮し、低炭素まち
づくり※を進めていくことが必要です。また、本市の価値・魅力を形成する要素である
海岸や河川、里山、市街地のみどりの果たす役割は重要であることから、基本理念とし
て位置付けました。

■�環境に配慮するとともに、みどりを様々な機能を持つ「グリーンインフラスト
ラクチャー」と捉えて活用します。

市民・事業者・行政が一緒にまちを育むためには、目指す都市づくりの方向（将来都市
像等）を共有し同一の意識を持って、それぞれの役割分担のうえで連携した都市づくり
を推進していく必要があることから、基本理念として位置付けました。

■� 「茅ヶ崎らしさを高める事項」を市民・事業者・行政が共有して、まちを育む 
　ことで多世代が共生している都市を目指します。

51



多様なライフスタイルやライフステージに対応した快適性と利便性を兼ね備えた、高齢者に
とって暮らしやすく、若い世代が子育てしやすい、質の高い住環境の創出を目指します。

今後は、より広範囲から本市を訪れる人の増加も予想され、茅ヶ崎の魅力ある資源を活用し、
地域や経済の活力の向上を図り、にぎわいのあるまちを目指します。

⃝�さがみ縦貫道路の開通等を契機と捉え、柳島向河原地区では道の駅等の市内外から人が
集まる集客施設の整備を進めます。また、萩園字上ノ前地区ではインターチェンジ付近と
いう立地条件を生かした産業系土地利用の誘導を進め、活力の向上を図ります。

⃝�地域と経済の活力をさらに向上させるために、鉄道駅を中心とした都市拠点（茅ケ崎駅周
辺、辻堂駅周辺、香川駅周辺等）や生活・防災の機能を持つ拠点（浜見平地区）におい
ては商業・業務・サービス機能・行政機能等の充実を図ります。また、里山や国道 134
号沿道においては、自然とのふれあいやレクリエーション等を通じて人々が交流を育むこ
とができる施設の整備を進めます。

⃝�気軽に外へ出て、様々な人が自由に活動し、それぞれの時間を過ごせるよう、快適で四季
等を楽しめる移動環境や楽しくリラックスをして過ごせる空間の整備を進め、消費活動の
促進や就労機会の創出を図ります。このような取組は、地域や経済の活力向上のみならず、
人々がまちの資源を再発見し、その質を向上させていこうとする機運やまちに対する愛着
の醸成にも繋がります。

⃝�まちなかにおいては、公園やオープンスペース等を活用したふれあいの場の創出を図るこ
とにより、人々が出会い、交流し、つながる、地域のにぎわいの創出を図ります。

目標１　地域や経済の活力が「茅ヶ崎」の魅力を育む都市づくり
　　～にぎわいを生み出すことでまちやひとが元気に～

海岸や河川、農地等の市民が魅力に感じる豊かな自然環境と様々な都市機能がバランス良く
近接している都市空間が形成されており、人にやすらぎを与える豊かな自然環境を大切にする
とともに、これまで培ってきた文化を生かし、自然と共生するまちを目指します。

目標 2　多様な個性と自然と文化が共生する都市づくり
　　　　～まちの資源に磨きをかけていくことで魅力ある都市空間に～

3． 都市づくりの目標

都市づくりの主要課題を踏まえ、基本理念のもと、どのような都市を目指すのか、２０年後の
将来都市像を実現するための「都市づくりの目標」を設定します。

それぞれの目標は、一つひとつ独立して達成されればよいものではなく、相互に連携・補完
する関係性を持つもので、市民・事業者・行政の連携のもと展開していきます。
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⃝�茅ヶ崎の都市空間の中で、自分らしく心地良い暮らしの積み重ねにより、様々な文化が培
われてきました。今後は、多くの時間を本市で過ごす人が増加すると予測され、人にやす
らぎを与える豊かな自然環境を大切にするとともに、生きものの生息・生育するみどりを
確保し、これまで培ってきた文化を生かしながら、自然と共生する都市づくりを進めます。

⃝�自分らしく心地良くやすらげる環境を目指し、豊かな自然環境やまちの資源の質の向上を
みんなで図り、魅力的な都市空間を形成して次世代への継承を図ります。

全　　体　　構　　想 地域別構想

〜
み
ん
な
で
育
む 

や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
快
適
環
境
都
市
〜

　

「
多
世
代
が
共
生
し
て
い
る
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」

■ユニバーサルデザインに
配慮し、市民生活の「安全
性」、「快適性」、「利便性」
を支えるとともに、地域や
経済の活力創出と、人々
の支え合いの基盤の構築
を推進

土 地 利 用
多様なライフスタイ
ル を 支 え る ま ち

交 通 体 系 整 備
楽しく快 適 に 移 動
できるまち

自 然・ 緑 地 整 備
人と生きものが共
生するみどり豊かな
まち

都 市 景 観 形 成
軽 や かな 気 持ちで
過ごせるまち

住 環 境 整 備
心地よく、住みよ
いまち

都 市 防 災
強さとしなやかさを
備 えた 安 全・安 心
なまち

■環境に配慮するととも
に、みどりを様々な機能を
持つ「グリーンインフラスト
ラクチャー」と捉えて活用
　

■「茅ヶ崎らしさを高める
事項」を市民・事業者・行
政が共有して、まちを育む
ことで多世代が共生して
いる都市を目指す

地域や経済の活力が
「茅ヶ崎」の魅力を
育む都市づくり

目標 １ 

多様な個性と
自然と文化が

共生する都市づくり

目標 2 

安全・安心、快適、
便利な市民生活が
実現できる都市づくり

目標 3 

中 心 市 街 地 地 域
都心的機能を持った
にぎわいのあるまち

南 東 部 地 域
良好な生活文化を
持った風格ある

海辺のまち

南 西 部 地 域
ウォーターフロント
として多様な交流を
育む開放的なまち

北 東 部 地 域
自然環境と良好な住
宅地が共生するまち

北 西 部 地 域
川と杜をとりこんだ

良好なまち

北 部 中 央 地 域
みどりと共生した

都市機能を持つまち

北 部 丘 陵 地 域
ニューライフ＆カル
チャーを支援するみ
どり豊かな湘南の里

新たな社会情勢の変化に対応しながらも、引き続き「安全・安心」、「快適」、「便利」の視点
から都市づくりを継承し、誰もが快適で暮らしやすいまちを目指します。

⃝� 「安全・安心」については、地震や水害等の災害対策や地域の防犯対策の強化とともに、
今後、増加が予想される空き家や空き地対策等を進めます。

⃝� 「快適」については、徒歩や自転車で快適に移動できる環境づくり、魅力ある居心地の良
い公共空間の創出、暮らしに潤いをもたらすみどりの保全・再生・創出等を進めます。

⃝� 「便利」については、地域特性に応じた日常生活に必要な都市機能を住宅地周辺に配置
するとともに、乗合交通・鉄道の利便性向上や道路網の整備を進めます。

⃝�このような視点から、引き続き日常生活に必要な都市機能を向上させる取組を行い、自分
らしい心地良い生き方、暮らし方ができる住環境づくりを図ります。

目標 3　安全・安心、快適、便利な市民生活が実現できる都市づくり
            ～日常生活に必要な都市機能を向上させ質の高い暮らしができる住環境に～

◆全体体系図◆
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将来都市像の実現に向けて、基本理念のもと都市づくりの目標の達成のために、これからの
都市づくりの中で大きな骨格となるものを示します。

（1）水とみどりのつながりの形成
海岸や河川、丘陵は、本市の都市イメージを形成する代表的な自然資源及び景観資源となっ

ています。
そこで、海岸や河川、北部丘陵の南面に広がる斜面緑地を「水とみどりのつながり」と位

置付けて、豊かな自然や魅力ある景観の保全・整備を目指します。また、「水とみどりのつな
がり」を中心として生物多様性を保全し、豊かな自然に恵まれた都市づくりを目指します。

（2）幹線道路網の整備と歩行者に配慮した交通体系の形成
国道 1 号を中心として形成されてきた市街地構成や幹線道路網を考慮し、東西方向及び南

北方向の幹線道路網を格子型に結び、骨格道路の形成を目指します。広域的に都市間を連
絡する国道 134 号は、柳島向河原地区等の整備や中海岸漁港地区、ヘッドランド周辺の交
流を育む場をつなぐことから、「広域交流軸」として位置づけます。

また、人にやさしく環境に配慮した都市づくりを進めるとともに、環状道路の整備やバリア
フリー化を進め、茅ケ崎駅周辺への通過交通の削減、歩行者や自転車を中心とした交通体系
への転換を目指します。

（3）「都市拠点」と「生活・防災の機能を持つ拠点」、「交流拠点」、「景観拠点」の形成
茅ケ崎駅周辺、辻堂駅西口周辺及び香川駅周辺等については、「都市拠点」として位置づけ、

都市機能の集約を促進します。さらに、浜見平地区においては、地域の「生活・防災の機能
を持つ拠点」として位置づけ、機能を拡充していきます。

また、人と人との交流を育むポイントについては「交流拠点」として位置づけ、自然環境
や歴史的資源の保全を意識して、訪れたくなる環境づくりを行うとともに、商業・サービス機
能や行政機能の集約がみられ、特に景観形成を図るポイントについては「景観拠点」として
位置づけ、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

（4）地区特性に配慮したゾーンの形成
茅ケ崎駅周辺や辻堂駅西口周辺を中心とする市街地周辺については、「商業・業務ゾーン」

「集約市街地ゾーン」として、商業・サービス等の都市機能の集約を目指します。市街地に
ついては、地区の特性にも配慮しながら、「住居系ゾーン」「多目的ゾーン」「工業・業務ゾー
ン」として、土地利用を維持し良好な市街地の形成を目指します。

また、主要な公園や緑地及び北部丘陵については、「緑地・公園ゾーン」として豊かな緑
地環境の保全を図ります。さらに、農地が広がる地区については、「農地・集落ゾーン」とし
て地域環境の保全・整備を目指します。

4． 将来都市構造
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◆将来都市構造図◆

凡　　　例

河 川
環 状 道 路
幹線道路(計画・構想)
幹 線 道 路
自 動 車 専 用 道 路
鉄 道
農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
住 居 系 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

水とみどりのつながり

広 域 交 流 軸

景 観 拠 点

交 流 拠 点

生 活・防 災 の 機 能

都 市 拠 点

を 持 つ 拠 点

藤沢市健康と文化の森・いずみ野線延伸

ツインシティ構想

里山公園周辺
県立茅ケ崎

駒寄川小出
川

下寺尾
遺跡群周辺

香川駅

浄見寺周辺

香川駅
周辺地区

新駅構想
赤羽根周辺

千ノ川

北茅ケ崎駅
辻堂駅

辻堂駅西口
茅ケ崎駅北口
周辺地区

茅ケ崎駅

周辺地区
茅ケ崎駅南口

ヘッドランド周辺
中海岸漁港地区

（グランドプラン地区）

周辺地区

・柳島海岸周辺
柳島向河原地区

浜見平地区

川
模
相

市民の森
・清水谷
　周辺
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5-1-1　土地利用の現状

⃝本市は都心部から電車で 1 時間程度の距離にあり、海や山等の自然に恵まれた住宅都市
です。

⃝市街化区域の人口密度は近隣市町と比べると高く、また、鉄道駅を中心に適度に都市機
能が集約されています。

⃝快適な住環境の実現のため、建築物の高さや敷地面積の最低限度に関するルールを定め、
建築時に適正な誘導を行っています。

⃝多様な都市機能の充実や本市の活力を創出するため、便利で快適な生活を支える拠点の
形成を進めています。

⃝さがみ縦貫道路や国道 134 号等の広域的な幹線道路の整備を受け、新たな交通が創出
されています。

5－1　土地利用の方針

5． 分野別の取組方針
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5-1-2　土地利用の目指す方向と考え方

～多様なライフスタイルを支えるまち～

⃝� 「自然環境」や「住宅地」、「都市拠点」等を適正に配置し、住みたい、住み続けたいま
ちを目指します。

⃝�住宅地は、快適な環境を守りつつ、あわせて生活の質の向上のために、生活に必要な都
市機能や人と人とが交流できる場が身近にあるまちを目指します。

⃝�生活に必要な都市機能のみならず様々な都市機能が集約し、居心地の良い時間を過ごす
ことができる拠点の形成を目指します。

⃝�自然とのふれあいやレクリエーション等を通じて人と人とが交流を育むことができる拠点の
形成を目指します。

（１）地域特性を生かした都市づくり

⃝自然環境や住宅地、業務地等において、各地域で培われた特性を生かした都市づ
くりを目指します。

（２）足を運びたくなる拠点の形成

⃝都市拠点においては都市機能の集約を誘導していき、交流拠点とともに、訪れた
くなる環境づくりを目指します。

　
　
土
地
利
用
の
方
針

5-1
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5-1-3　土地利用の方針

（１）地域特性を生かした都市づくり

○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝人々が生活の中で築き上げてきた文化を踏まえ、まちの過ごしやすさの向上を目指します。

⃝本市の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵や河川、海岸、農地等の整備・保全を目指
します。

⃝住民一人ひとりが都市づくりの主体となり、地区計画等の都市計画制度や建築協定等を活
用し、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝住まいの近くに日常生活に必要な施設の維持・整備を目指します。

⃝工業・業務の操業環境等の維持・向上を目指します。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（２）足を運びたくなる拠点の形成

○都市機能の集約の促進
⃝茅ケ崎駅周辺、辻堂駅周辺、香川駅周辺等の都市拠点及び浜見平地区の生活・防災の

機能を持つ拠点における、商業 • 業務 • サービス機能 • 行政機能等の保全や向上を目指
します。

○訪れたくなる環境づくり
⃝魅力ある空間の整備を進めることにより、人々が訪れたくなる拠点の形成を目指します。

⃝自然とのふれあいやレクリエーション等を通じて、人と人とが交流を育むことができる施設
の整備を進めます。

58



第
３
章　
全
体
構
想

5-2-1　交通体系整備の現状

⃝高齢者の増加に伴い公共交通への期待は高まっており、持続可能な交通網の形成が重要
な課題となっています。

⃝歩行者空間については、「茅ヶ崎市幹線道路維持保全計画（歩行空間整備推進計画）」（平
成 27 年（2015 年）3 月）や「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」（平成 27 年（2015 年）
9 月）を策定し、歩道の整備や段差の解消等を進めるとともに、民間事業者等と連携して
事業を推進しています。

⃝自転車の走行環境づくりは、「第 2 次ちがさき自転車プラン」（平成 26 年（2014 年）4 月）
や「茅ヶ崎市幹線道路維持保全計画 自転車ネットワーク計画」（平成 27 年（2015 年）3 月）
を策定し、自転車走行空間の整備やサイクルアンドバスライドを設置しています。

⃝乗合交通については、交通事業者と連携し、公共交通の利用促進に係る取組を実施して
います。平成 14 年（2002 年）にコミュニティバスえぼし号の運行を開始し、住民ニー
ズを把握しながら、運行の改善を実施しています。また、北部地域においては予約型乗合
バスの運行を平成 25 年（2013 年）から開始しました。

⃝鉄道交通については、相模線の複線化を目指した調査研究活動等を通し、国や鉄道事業
者への要望活動を実施しています。

5－2　交通体系整備の方針

　
　
交
通
体
系
整
備
の
方
針

5-2

59



5-2-2　交通体系整備の目指す方向と考え方

⃝足を運びたくなる拠点の形成とともに、それらをつなぐ道路等の移動環境として、歩行者、
自転車及び公共交通を主体としたバランスのとれた交通体系の形成をより一層推進します。

⃝過度に自動車に依存しなくても移動ができ、かつ移動しやすい交通体系の形成をより一層
推進します。

⃝移動そのものが、健康づくりや人との交流、まちの資源の発見等につながるような暮らし
を楽しむことができる移動環境の形成を目指します。

～楽しく快適に移動できるまち～

（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり

⃝交通の基礎となる都市の骨格的な道路の整備とともに、それらを補完する市道の
整備に努めます。また、道路の計画的な維持管理や橋梁

りょう
の長寿命化を進めます。

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成

⃝環境面への配慮から、また、高齢者等の移動手段を確保するため、公共交通を
状況に応じて選択することができる環境を形成し、自動車中心から人や自転車、
公共交通を主体とした交通体系への転換を目指します。

（3）暮らしを楽しむ移動環境の形成

⃝日々の移動が楽しく、外出の意欲が増すような交通体系及び歩行空間、自転車走
行環境の形成を目指します。
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5-2-3　交通体系整備の方針

（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり

○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路や自動車専用道路と連携し、本市へ続く道路の整備を目指します。
（主要幹線※）

⃝主要な施設を結ぶ道路の整備により、住宅地内の通過交通車両を抑制し、良好な住環境
の保全に努めます。（都市幹線※）

⃝茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路の整備を進めます。

⃝幹線道路等を補完する道路の整備に努めるとともに、交通量が多く歩道のない道路につい
ては、優先的に歩道の整備を進めます。（幹線市道※、その他市道※）

⃝道路の計画的な維持管理や橋梁
りょう

の長寿命化を進めます。

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成

○乗合交通の利便性向上
⃝地域の交通の特性を考慮し、その地域に適した乗合交通のあり方を検討します。

⃝交通事業者及び近隣市町等と連携し、環境面への配慮及びユニバーサルデザインの視点
を踏まえ、だれもが利用しやすい乗合交通となるような利用環境の形成に努めます。

⃝都市拠点や交流拠点間の乗合交通に関して、運行経路等の情報をわかりやすく案内するこ
とで、気軽に外出できる環境の形成を進めます。

⃝サイクルアンドバスライドの設置やバス停の整備等、乗合交通への乗り換えの利便性の向
上に努めます。

○鉄道の輸送力増強
⃝東海道本線については、現在の貨物線の旅客線化や、東京へ結ぶ路線の利便性の確保に

ついてさらに鉄道事業者に働きかけます。

⃝相模線については、ツインシティ構想※を考慮しつつ、（仮称）西久保新駅の設置並びに複
線化及び複線化の段階的整備として香川駅における車両の行き違いができる施設の設置
等を鉄道事業者に働きかけます。また、横浜や東京都心方面を結ぶ路線との相互乗り入
れについても鉄道事業者に働きかけます。

※ツインシティ構想：�東海道新幹線新駅を誘致する寒川町倉見地区と相模川対岸の平塚側地区とを新たな道路橋でつなぎ、両地区の機能分
担と機能連携が図られた一体的な都市を整備し、全国との交流連携の窓口となるゲートを形成するとともに、環境と
共生するモデル都市を目指す都市づくりのこと。

※主要幹線、都市幹線、幹線市道、その他市道：�参考資料編 3.「交通体系整備の方針」道路網図（P173）参照のこと。

　
　
交
通
体
系
整
備
の
方
針

5-2

61



（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成

○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝�歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝�駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリアフリー化等、歩行者
が安心して通行することができる環境整備を目指します。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

⃝�駅周辺及び商業施設周辺に小規模な自転車駐車場等の設置を促進し、自転車等の利用者
の利便性向上を目指すとともに、放置自転車の規制に努めます。
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5-3-1　自然環境保全・緑地整備の現状

⃝�本市のみどりは北部丘陵や海岸、河川、農地、公園・街路樹・住宅地に残された樹林等
のまちのみどりから構成されています。

⃝�平成 20 年（2008 年）頃までは農耕地の減少等により緑被率※が低下しましたが、平成
20 年（2008 年）以降は微減傾向です。

⃝�地域の専門家や市民の協力を得て、自然環境評価調査を実施し、生きものの生息・生育
状況を定期的に把握しています。

⃝�重要な自然環境を保全するため、特別緑地保全地区を指定しました。 
　（清水谷特別緑地保全地区、赤羽根字十三図周辺特別緑地保全地区）

⃝�市街地のみどりを維持・保全するため、保存樹林・保存樹木の指定、民有地の緑化への支援、
グリーンバンク制度※等の取組を実施しています。

⃝本市のみどりの将来のあるべき姿と、それを実現するための施策を示した「茅ヶ崎市みど
りの基本計画」を平成 30 年度（2018 年度）に見直し、生物多様性地域戦略としても位
置付けた、「茅ヶ崎市みどりの基本計画　生物多様性ちがさき戦略」（平成 31 年（2019 年）
3 月）を策定しました。

5－3　自然環境保全・緑地整備の方針

※緑被率：ある地域における緑被地の面積割合のこと。本市では樹林地、農耕地、自然草地、人工草地、水面を緑被地としている。
※グリーンバンク制度：引越し等の際に不要となった樹木を行政が引き取り、引き取りたい人を結びつけていく制度。
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5-3-2　自然環境保全・緑地整備の目指す方向と考え方

⃝心を豊かにし、生活を支えるみどりの充実を目指します。

⃝生物多様性を保全し、次世代へ継承します。

⃝みどりを多様な機能を持つ「グリーンインフラストラクチャー」と捉え、市民との協働により、
みどりのネットワークを形成していきます。

～人と生きものが共生するみどり豊かなまち～

（１）人々が身近にふれあうみどりの充実

⃝公園整備の推進とともに、公共施設、民有地、農地、河川、海岸等の身近なみ
どりの保全・再生・創出を進めます。

（２）生きものが生息・生育するみどりの確保

⃝特に重要度が高い自然環境の保全とともに、生態系ネットワークの形成を進めます。

（3）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり

⃝市民や事業者等と連携しながら、みどりの保全に関する活動を進めます。

64



第
３
章　
全
体
構
想

5-3-3　自然環境保全・緑地整備の方針

（１）人々が身近にふれあうみどりの充実

○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出することで、

豊かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。�  
また、生物多様性への配慮を目指します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝樹林や農地、公園・緑地等と河川が連続したみどりのネットワークを形成するために、市

民・事業者・行政の協働による取組を目指します。

⃝海浜植物等海岸固有の生きものが生息・生育する海岸環境の保全・再生を目指します。

⃝農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災や生きものの生息・生育空間、景
観形成、環境学習、レクリエーションの場等の多面的な機能を持つ農地の保全を進めます。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田等の保全や延焼遅延効果を

持つ街路樹や市街地の樹林等の保全を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実
⃝本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地の面影を

残すマツ林等の保全・再生に努めます。
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（２）生きものが生息・生育するみどりの確保

○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝北部丘陵や河川、海岸、農地、まちのみどりは、保全・再生を進めます。

⃝自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付けられた清
し

水
みず

谷
やと

や 柳
やなぎ

谷
やと

等を
生態系ネットワークの核（コア）として保全し、多様なみどりとともに生態系ネットワーク
の形成を目指します。また、自然環境評価調査の実施による生きものの生息・生育状況
の把握に努めます。

（３）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり

○多様な主体との連携
⃝自然環境や公共施設等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、

人と人とが出会う機会の創出を目指します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。
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5-4-1　都市景観形成の現状

⃝本市の景観的特徴は、自然環境と重要な文化財がまとまっている北部丘陵地域、住宅地、
史跡、田畑等様々な顔を見せる中部地域、相模湾に面し旧別荘地等の面影を残す海岸地
域、商業・業務及び行政機能が集積する中心市街地と、4 つのゾーンに分かれています。

⃝「茅ヶ崎市景観計画」（平成 31 年（2019 年）1 月）では、各ゾーンの景観形成に重要
な要素をその性質にあわせて、景観ベルトや景観拠点、景観ポイント、眺望点に設定し、
各々の方針に基づき景観形成を進めています。

⃝一定規模以上の建築行為や開発行為、指定区域内の建築行為等については、事前相談及
び届出制度により景観誘導を行うとともに、大規模な土地利用等については、景観まちづ
くりアドバイザーの意見を聞きながら、景観協議を行っています。

⃝街を彩るサインについては、「茅ヶ崎市屋外広告物条例」（平成 22 年茅ヶ崎市条例第 45
号）（平成 22 年（2010 年）12 月）の制定や、「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」（平
成 27 年（2015 年）8 月）の策定により、街なみに調和した屋外広告物の規制・誘導に
加え、ユニバーサルデザインに配慮した「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの
整備を進めています。

⃝景観形成を市民主体で進めている団体を、茅ヶ崎市景観条例に基づき景観まちづくり市民
団体等に登録し、景観まちづくりアドバイザーを派遣する等活動を支援しています。

5－4　都市景観形成の方針
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5-4-2　都市景観形成の目指す方向と考え方

～軽やかな気持ちで過ごせるまち～

⃝本市は、昼間人口の増加や個人のために割く時間の増加等、生活スタイルの変化に応え
られる資質を持つまちです。本市が有する資源を最大限生かし、「自由な」「明るい」「ゆっ
たりとした」というイメージや、茅ヶ崎の価値や魅力を五感で感じられる都市空間（公園・
緑地や道路・河川、住宅地等）の再生・創出を目指します。

⃝公共空間を地域の方々が中心となって管理運営を行うことにより、良好な都市の景観を保
全していきます。

⃝都市づくりは、関わる全ての主体（市民・事業者・行政）が個々の利益や想いだけで進め
るのではなく、「みんなにとって、茅ヶ崎にとって良いもの」を常に考え、連携することを
意識しながら、様々な取組を進めていきます。

（１）景観資源と眺望の保全と継承

⃝自然・史跡・祭事等、茅ヶ崎の風土から培われた資源が多くあります。�  
これらを茅ヶ崎の財産として守り、次世代に継承していきます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出

⃝これまでの価値だけに依存せず、時代にあった社会的価値のある環境を再生・創
出していくことが重要です。生活スタイルの変化に応じて、交流等屋外で様々な
活動を楽しめる空間づくりを進めていきます。

（3）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出

⃝空間をつくるとともに、地域の方々が中心となった活動、屋外でのカフェやイベン
ト等公共空間の利活用及び情報発信等により空間をさらに魅力的なものに育て、
茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会を創出します。
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5-4-3　都市景観形成の方針

（１）景観資源と眺望の保全と継承

○景観資源の保全
⃝自然・史跡・公共施設・祭事等、本市の景観形成上、特に重要なものについて景観資源

へ指定し、保全・活用に努め、次世代への継承を目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、魅力ある眺望の保全を進め

ます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出

○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝都市拠点や大規模な開発行為等の整備に併せて、緑陰空間※やベンチの設置等、人が集

える公開空地や公共空間の創出を進めます。

⃝道路や公共建築等の公共施設の整備にあたっては、「茅ヶ崎市景観計画」に基づき、施設
で行う活動等に併せて、人々が訪れたくなるような空間づくりを進めます。

※緑陰空間：木の青葉が茂ってできる日陰、木陰（緑陰）が整備された空間のこと。
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（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出

○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝特別景観まちづくり地区等の景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方
針に基づき、広告物の形態を誘導します。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、
住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことができるように、「歩きたい、
出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて

進めます。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。
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5-5-1　住環境整備の現状

⃝本市は、海や里山等、おおらかで豊かな自然環境に恵まれ、東京・横浜方面への交通の
利便性や、四季を通じて温暖な気候風土を背景に、低層住宅を中心に住宅都市として発展
してきました。

⃝平成 20 年（2008 年）6 月に改定した「ちがさき都市マスタープラン」では、快適な住
環境の整備、衛生環境の向上と水質保全、浸水の軽減・解消、地域の防犯力の向上、防
犯に配慮した市街地環境の形成を住環境整備の方針として位置付け、施策を推進してきま
した。

⃝少子高齢化が進む中で、住宅に係る課題に取り組むため、「茅ヶ崎市住まいづくりアクショ
ンプラン」（平成 26 年（2014 年）3 月）を策定するとともに、「豊かな長寿社会に向け
たまちづくり基本方針」（平成 27 年（2015 年）2 月）及び「茅ヶ崎市空家等対策計画」（平
成 29 年（2017 年）4 月）を策定しました。

⃝市民満足度調査等の結果によると、住環境整備の達成度合いはまだ十分ではない状況です。

⃝道路・下水道・公園の整備、住宅の耐震化・不燃化等の都市基盤整備がまだ十分ではな
い状況です。

⃝人口減少に伴う住宅の余剰、高齢化の進展による相続の発生や施設入所者の増加等によ
り、今後、空き家・空き地等のさらなる増加が予測されます。

5－5　住環境整備の方針
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5-5-2　住環境整備の目指す方向と考え方

～心地よく、住みよいまち～

⃝ライフスタイルやライフステージに応じて、「心地よく、住みよいまち」で暮らしていける
よう、「茅ヶ崎市住まいづくりアクションプラン」や「豊かな長寿社会に向けたまちづくり
基本方針」、「茅ヶ崎市空家等対策計画」に基づき、住環境の維持・向上を目指します。

⃝今後増加が予測される空き家・空き地等については、地域の課題とならないよう市民と協
力し、住環境の保全を目指します。

⃝道路・下水道・公園等の都市基盤整備を引き続き進めます。

⃝地域の防犯力の向上や防犯に配慮した市街地環境の形成により、安全・安心な住環境づく
りを進めます。

⃝高齢者や障害者等を含めたすべての市民が地域で安心して暮らせる住環境づくりを進めます。

⃝個別の建築物については、安心して暮らすために、耐震化や不燃化、バリアフリー化に配
慮するとともに、耐久性や省エネルギー性を高めることで、快適で健康的に住むことがで
きる品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。

（１）快適な住環境の形成

⃝今後増加することが予測される空き家・空き地等への対応を進めます。�  
また、快適な住環境の形成のために都市基盤整備を引き続き進めます。

（２）安心して住み続けられる住環境の形成

⃝ハード・ソフト面の防犯対策とあわせ、誰もが安心して地域で住み続けられるよう、
生活支援に係る情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指
します。�  
また、既存住宅の耐震化や不燃化、バリアフリー化、耐久性、省エネルギー等の
品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。
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5-5-3　住環境整備の方針

（１）快適な住環境の形成

○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校等の公共施
設の活用により、人々の交流の場づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を目指します。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園・ごみ処理施設等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を進めるとともに、整備が完了した区域
においては、住宅等の排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併
処理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）
の整備に努めます。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」（平
成 29 年（2017 年）3 月）に基づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的
な改築に努めます。

⃝公園の整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域へ、クラスター（延焼運命
共同体）の状況や空き地の分布状況を踏まえながら適切な配置を検討します。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。
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（２）安心して住み続けられる住環境の形成

○地域の見守りの推進
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進し

ます。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐
久性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。
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5-6-1　都市防災の現状

⃝本市は、高度経済成長期に人口が急増し、住宅都市として急激に成長した結果、まちの成
長にインフラ整備が追い付かず、計画的な市街地整備や道路整備が十分に行われないま
ま、市街地が拡大しました。

⃝平成 20 年度（2008 年度）に実施した地震による地域危険度測定調査では、木造住宅
が密集する延焼リスクが高いクラスター（延焼運命共同体）が存在しており、大規模地震
時に延焼リスクが高い市街地が市内に広く形成されていることが分かりました。特に、東
海道本線南側の地域では、約 1 万棟で構成されるクラスター（延焼運命共同体）が近接
して存在していることが判明しました。

⃝大規模な災害に対応するためには、災害に強い都市基盤の構築が必要であるとともに、近
年の大震災の経験から、自助・共助の重要性がクローズアップされており、市民一人ひと
りの防災意識の向上と、地域が主体となる防災活動の強化支援を行ってきました。

⃝これらのことから、大規模な災害に対応するためには、災害に強い都市基盤の整備や体制
の構築を進めるとともに、防災まちづくりワークショップの実施等を通して、自助・共助・
公助の取組を進めてきました。

⃝また、被災後の速やかな復興のために、平常時から復興の考え方や進め方をあらかじめ整
理するために復興事前準備※の検討に着手しました。

5－6　都市防災の方針

※復興事前準備：�平時から災害が発生した際のことを想定し、どのような被害が発生しても対応できるよう、復興に資するソフト的対策を 
事前に準備しておくこと。
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5-6-2　都市防災の目指す方向と考え方

～強さとしなやかさ※を備えた安全・安心なまち～

⃝地域危険度測定調査等により市街地の災害リスクとその変化を把握し、災害時における人
的・物的被害を軽減させる取組を進めるとともに、災害リスクが高まりそうな市街地に対
しては未然に被害を防止する取組に努めます。

⃝災害時の避難行動や消防等の応急対応活動、復旧活動を支える都市機能（避難生活機能
や交通機能、防災拠点機能等）を被災後も維持できる都市づくりを進めます。

⃝速やかな復興への移行のために、災害によって、都市の機能や建物等に被害が生じた場
合の応急・復旧対応と連動した取組を目指します。

⃝これらを進めるためには、地域社会と市民の協力が不可欠です。そこで、災害に備えた地
域社会の実現に向け、自助・共助による取組を促進します。

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり

⃝災害時の被害を軽減するため、災害に強い都市基盤の整備を目指します。�  
また、被災後に必要となる様々な都市機能が維持されるよう整備を進めます。

（２）被災後の復興に向けた取組の推進

⃝被災後に速やかに復興に向けた行動がとれるように、平常時から被災後の復興を
想定した取組を進めます。

（３）自助・共助による取組の促進

⃝市民一人ひとりの防災意識の向上とともに、自治会や自主防災組織等と連携した
地域による共助の体制づくりを促進します。

※強さとしなやかさ：�大規模な自然災害等が起きた際、被害が致命的なものにならず、迅速に市民生活や都市基盤を回復できるよう、必要 
な防災及び減災対策を行っておくとともに、迅速な復旧・復興に資する備えをしておくこと。
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5-6-3　都市防災の方針

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり

○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理や橋

梁
りょう

の長寿命化を進めます。

⃝災害時の被害の軽減や被災後の迅速な復旧、物資供給等のため、重要な役割を果たす緊
急輸送路を補完する道路や避難路の整備を進めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝避難所や医療拠点等から柳島水再生センターを結ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路
等の地震対策を進めます。また、県が進める柳島水再生センターの地震対策についても、
連携を図り進めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

○雨に強い都市基盤の整備
⃝隣接する自治体や国、県との連携により、相模川や小出川の河川改修や適正管理を進め

ます。

⃝浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠
きょ

やポンプ場の整備、市が管理する千ノ川
の護岸整備を、下流側の河川の整備状況を踏まえて進めます。�  
また、宅地内雨水の流出抑制の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メー

ル・ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震や津波、大規模火災、洪水等の災害種別に応じた
避難所・避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間の確保や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。
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（２）被災後の復興に向けた取組の推進

○復興準備に取り組む体制の構築
⃝�平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝�地籍調査を実施し、大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官
民境界等）の整備を進めます。

（３）自助・共助による取組の促進

○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防
災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。
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